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光
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琵
琶
湖
西
岸
に
坂
本
城
を
築
城

　

元
亀
元
年（
一五
七
〇
）六
月
、朝
倉
・

浅
井
連
合
軍
は
姉
川
の
戦
い
で
信
長
軍

に
敗
れ
た
が
、同
年
九
月
に
は
体
制
を

立
て
直
し
、比
叡
山
に
陣
を
構
え
る
。信

長
は
比
叡
山
延
暦
寺
に
中
立
を
守
る
よ

う
に
要
請
し
、従
わ
な
け
れ
ば
焼
き
討

ち
す
る
と
通
告
す
る
が
、延
暦
寺
は
そ

れ
を
看
過
し
た
。そ
の
結
果
、朝
倉
・
浅

井
連
合
軍
が
有
利
に
戦
い
を
進
め
、信

長
は
講
和
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
く

な
る（
志
賀
の
陣
）。翌
年
、信
長
は
延
暦

寺
を
焼
き
討
ち
す
る
。光
秀
は
比
叡
山

焼
き
討
ち
に
反
対
し
た
と
す
る
の
が
通

説
だ
っ
た
が
、最
近
の
研
究
で
は
、光
秀

は
信
長
の
命
令
に
従
い
、忠
実
に
実
行
し

た
と
い
う
。そ
の
恩
賞
に
よ
り
、光
秀
は

近
江
志
賀
郡
を
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

信
長
の
勢
力
拡
大
に
貢
献

　

元
亀
三
年（
一五
七
二
）九
月
、織
田
信
長

は
、足
利
義
昭
の
反
抗
的
な
行
動
に
不
満
を

持
ち
、そ
の
行
状
を
十
七
条
の
異
見
書
と
し

て
義
昭
に
突
き
つ
け
た
。こ
れ
を
不
服
と
す

る
義
昭
は
、武
田
信
玄
、上
杉
謙
信
、毛
利

輝
元
な
ど
と
と
も
に
、信
長
包
囲
網
を
敷
い

た
。同
年
十
月
、信
玄
は
遠
江
と
三
河
攻
略

の
た
め
に
進
軍
し
、十
二
月
に
は
三
方
ヶ
原

の
戦
い
で
織
田
・
徳
川
連
合
軍
に
大
勝
し

た
。信
玄
は
こ
の
勢
い
で
上
洛
す
る
か
に
見

え
た
が
、翌
年
の
天
正
元
年（
一五
七
三
）四

月
、病
に
冒
さ
れ
、こ
の
世
を
去
っ
た
。

　

後
ろ
盾
を
失
っ
た
義
昭
は
、琵
琶
湖
西
岸

の
今
堅
田（
い
ま
か
た
だ
）に
砦
を
築
き
信

長
に
抵
抗
す
る
が
、光
秀
が
水
軍
を
率
い
て

湖
上
か
ら
攻
撃
し
、義
昭
の
砦
を
撃
破
し

た
。光
秀
は
か
つ
て
義
昭
に
仕
え
て
い
た
が
、

自
ら
が
義
昭
を
攻
め
、信
長
の
天
下
統
一に

大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
。義
昭
は

京
都
・
宇
治
の
填
島
城（
ま
き
し
ま
じ
ょ
う
）

に
立
て
こ
も
る
が
、光
秀
ら
の
信
長
軍
に
包

囲
さ
れ
、あ
え
な
く
降
伏
し
、京
都
か
ら
追

放
さ
れ
た
。義
昭
は
安
芸
の
鞆
の
浦
に
逃
れ

て
再
起
を
期
す
も
の
の
、諸
大
名
か
ら
は
距

離
を
置
か
れ
、そ
の
影
響
力
は
薄
れ
て
いっ

た
。

比叡山延暦寺は延暦7（788）年、天台宗の開祖・最澄が開いた寺院。仏教教学の中心的存在として栄
え、僧兵と呼ばれる武装する下級の僧侶を有していた。僧兵強訴（神仏の権威を背景とした要求な
ど）を行い、朝廷にも影響力を及ぼしていた。信長による焼き討ちの被害は定かではなく、寺領・社領
は信長に没収され、光秀など家臣に分け与えられた。

比叡山延暦寺（大津市坂本本町）

坂本城跡公園（大津市下阪本）

丹
波
平
定
を
成
し
遂
げ

領
地
を
拡
大

　

天
正
三
年（
一五
七
五
）、信
長
は
足
利
義

昭
を
追
放
し
、自
ら
が
天
下
を
治
め
る
た
め

に
、丹
波
地
方
の
攻
略
に
着
手
す
る
。丹
波

で
の
反
信
長
勢
力
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の

は
黒
井
城（
兵
庫
県
丹
波
市
）の
荻
野
直
正

で
、こ
こ
を
叩
け
ば
丹
波
全
体
が
信
長
に
臣

従
す
る
と
の
戦
略
だ
っ
た
。光
秀
は
八
上
城

（
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
）の
波
多
野
秀
治
を

味
方
に
し
て
黒
井
城
を
攻
め
た
が
、防
備
が

固
く
落
と
す
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。翌
年

の
天
正
四
年
に
、味
方
だ
っ
た
波
多
野
氏
が

裏
切
り
、荻
野
方
に
つ
い
た
た
め
黒
井
城
攻

め
を
中
断
し
、戦
略
を
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

　

天
正
六
年
、光
秀
は
丹
波
に
再
出
陣
し
た

も
の
の
、信
長
に
背
い
て
謀
反
を
起
こ
し
た

荒
木
村
重
の
征
伐
に
出
陣
す
る
な
ど
、丹
波

攻
略
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。同
年

の
十
二
月
に
は
八
上
城
攻
略
の
た
め
兵
糧
攻

め
を
実
行
し
、翌
年
の
天
正
七
年
十
月
に
落

城
寸
前
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。光
秀
は
波
多
野

一族
に
危
害
を
加
え
な
い
証
と
し
て
母
の
お

牧
を
人
質
に
差
し
出
し
て
い
た
の
で
、波
多

野
氏
は
信
長
に
恭
順
の
意
を
示
す
た
め
に

安
土
城
に
向
か
っ
た
。と
こ
ろ
が
、信
長
は
波

多
野
氏
を
切
腹
さ
せ
た
た
め
、そ
の
報
を
聞

い
た
八
上
城
の
残
兵
は
報
復
の
た
め
お
牧
を

殺
害
。光
秀
の
状
況
を
顧
み
な
い
信
長
の
所

業
で
母
親
を
失
っ
た
こ
と
は
、本
能
寺
の
変

を
起
こ
す
一因
に
な
っ
た
と
す
る
伝
説
が
残
っ

て
い
る
。

　

天
正
八
年（
一五
八
〇
）八
月
、丹
波
を
平

定
し
た
光
秀
は
、西
国
攻
略
の
拠
点
と
し
て

福
知
山
城
を
築
城
し
た
。城
下
町
を
整
備

し
、治
水
の
た
め
の
堤
防
を
築
き
、税
金
を

減
免
す
る
な
ど
領
民
に
善
政
を
施
し
、「
謀

光秀の母・お牧の方が悲運の最期となったことを哀れん
だ里人が作ったといわれている。樹齢400年の高野槙
（写真左）が墓標となっている。

お牧の方の墓所（岐阜県恵那市）　

反
人
」の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、今
で
も
市

民
に
敬
愛
を
も
っ
て
慕
わ
れ
て
い
る
。 

                    

参
考
文
献    

信
長
公
記

福知山城復元天守（京都府福知山市） 福知山城の遠景

福知山城は明治時代のはじめに廃城令で取り壊され、 石垣と番所だけが残されていたが、昭和61年 （1986） 11月
に市民の瓦１枚運動などの熱意によって、３層４階の天守閣が再建された。石垣は築城当初の面影を残し、野面積み、
乱石積み、穴太積みなどと呼ばれる自然石をそのまま用いた豪放な構造で、 強固な石垣が組み上げられている。

　

光
秀
は
信
長
か
ら
琵
琶
湖
西
岸
の
坂
本
に

築
城
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
、光
秀
は
一国
一

城
の
主
と
な
る
。秀
吉
が
琵
琶
湖
岸
の
長
浜

に
築
城
す
る
の
は
こ
れ
よ
り
一年
後
で
、秀
吉

よ
り
も
一足
早
い
出
世
と
な
っ
た
。

城内に琵琶湖の水を引き入れた水城で、大天守と小天守を持ち、その姿は非
常に豪壮であったという。坂本城を築城したのは、比叡山の監視に加え、西
近江路の要衝の地であることと、3つの港がこの地にあったからだ。琵琶湖
の水運に目を付けていた信長は、後に長浜城、安土城、大溝城の水城4城を
築城し、琵琶湖の水運支配を完成させた。城址公園には光秀の像がある。

明
智
光
秀
と
信
長
の
強
固
な
主
従
関
係

　
天
下
統
一
に
向
け
重
要
な
役
割
担
う

正
一
〇
年（
一
五
八
二
）、明
知
光
秀
は
本
能
寺
の
変
で
織
田
信
長
を
自
害
に
追
い
込
む

が
、元
亀
三
年（
一
五
七
二
）に
は
信
長
か
ら
築
城
を
許
さ
れ
、天
正
八
年（
一
五
八
四
）に

は
丹
波
の
国
を
領
有
し
て
信
長
軍
の
要
職
に
あ
っ
た
。琵
琶
湖
西
岸
や
丹
波
地
方
に
は
、信
長

と
と
も
に
天
下
統
一に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
光
秀
の
足
跡
が
残
っ
て
い
る
。

天

戦
国
史
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ



沼
田
藩
主
・
土
岐
氏
と
明
智
光
秀
の
深
い
関
係

土
岐
氏
は
清
和
天
皇
の
皇
子
・
諸
王

を
祖
と
す
る
清
和
源
氏
の一族
で
、南
北

朝
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
美
濃

国
の
守
護
を
務
め
た
武
家
の
名
門
で

す
。土
岐
定
政
は
明
智
氏
の一
族
で
、明

智
を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、徳
川
家
康

に
仕
え
て
数
々
の
武
功
を
あ
げ
た
こ
と

か
ら
、土
岐
の
家
名
継
承
を
許
さ
れ
た

と
さ
れ
、江
戸
時
代
に
定
政
の
子
孫
は

沼
田
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
〇
二
〇
年
二
月
八
日
に
沼
田
市
歴

史
資
料
館
で「
明
智
光
秀
か
ら
の
贈
り

物
」と
題
す
る
講
演
会
が
行
わ
れ
、明
智

光
秀
と
土
岐
定
政
は
い
と
こ
だ
っ
た
と

す
る
古
文
書
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。講

師
は
元
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
次
長
の

小
野
瀨
和
男
さ
ん
で
、江
戸
期
に
書
か

れ
た
土
岐
家
の
文
書「
土
岐
定
政
伝
」

「
定
政
伝
記
」を
小
野
瀨
さ
ん
が
解
読
し

た
と
こ
ろ
、「
定
政
と
光
秀
は
い
と
こ
」と

す
る
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。古
文
書
に

記
述
さ
れ
た「
い
と
こ
」と
い
う
表
現
が
ど

こ
ま
で
の
範
囲
な
の
か
、ま
だ
研
究
の
余

地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、沼
田
市

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら
、光
秀
と

定
政
に
関
し
て
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
こ

と
は
意
義
深
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
株
）ヤ
マ
ト
広
報
室
　
木
下
　
記

大永8年（1528）

永禄11年（1568）

永禄13年（1570）

元亀2年（1571）

元亀3年（1572）

天正元年（1573）

天正2年（1574）

天正3年（1575）

天正4年（1576）

天正5年（1577）

天正6年（1578）

天正7年（1579）

天正8年（1580）

天正9年（1581）

天正10年（1582）

この年代の出生と推定されている。  明智光秀生誕の地が複数ある

織田信長に仕える。  足利義昭が室町幕府15代将軍に

金ヶ崎の戦いで殿（しんがり）を務め敵の追撃を防ぐ

信長に従い比叡山焼き討ちを実行

琵琶湖畔に居城となる坂本城を築城

足利義昭が立てこもる填島城攻めに参戦

信長とともに東美濃に出陣

丹波方面の攻略の任にあたる

妻の煕子が死去

細川藤孝らと大和片岡城を攻略

娘の玉子（ガラシャ）が細川家に嫁ぐ

丹波氷上(ひかみ）城を攻める

信長から丹波の国（29万石）を与えられる

京都馬揃えの責任者となる

安土城で徳川家康の接待役を務める。光秀が信長を襲撃する本能寺の変で信長は自害。

秀吉らの軍勢と京都の山崎で戦闘となり敗北、落ち武者狩りで敗死。

明智光秀　略年表

45

明智家

織田家

斎藤家

松平家

今川家

京の人々 土岐家

足利家

明智光秀
（長谷川博己）

美濃の明智家は下級武士であったが、光秀
は勇敢でありながら知力も高く、美濃を支配
する斎藤道三に見いだされ家臣となり、重要
な働きをする。道三が戦に敗れ光秀は主君
を失うが、織田信長に出会うことで運命の歯
車が動き出す。

光秀の正室。美濃の土
豪・妻木氏の娘。光秀を
支える女性。

麒麟がくる　登場人物 （新型コロナウイルスの感染拡大防止のため収録を見合わせており、
放送は2020年6月7日（第21回）をもって一時休止です。）

煕子
（木村文乃） （徳重 聡）

明智家に仕える家臣。
戦では武功を上げ、光
秀を慕っている。

藤田伝吾

明智家の家人。

（水野智則）
木助

明智家の下女。

（生越千晴）
常

光秀の叔父（父の弟）。
明智家の当主で、道三
の家臣。明智家の将来
を心配している。

明智光安
（西村まさ彦）

光秀の母。光秀が幼い
頃に亡くなった父代わ
りとなって成長を見守
る優しい母。

牧
（石川さゆり）

光秀が尾張で出会う信
秀の嫡男。天下統一を目
指し光秀も手腕を発揮
する。

織田信長
（染谷将太）

信秀を支える織田家の
老臣。信長のもり役。

平手政秀
（上杉祥三）

織田信秀の継室で、信
長とその弟・信勝（信
行）の生母。
幼少時には周囲からう
つけと思われていた信
長を嫌い、弟の信勝を
かわいがる。

土田御前
（檀 れい）

織田信長の父。尾張で
道三や駿河の今川と覇
権争いをしている。

織田信秀
（高橋克典）

織田信秀の弟。

織田信光
（木下ほうか）

織田信長の弟。

織田信勝
（木村 了）

斎藤道三
（本木雅弘）

美濃の守護代で光秀の
主君。亡父とともに親
子二代で美濃の国を支
配しようと目論む。軍
事、政略に長けている。

斎藤孫四郎
（長谷川 純）
斎藤道三の次男。

斎藤喜平次
（犬飼直紀）
斎藤道三の三男。

道三の嫡男。自らの出自
に疑問を持ち、父とはわ
だかまりがある。光秀と
は幼少期から交流があ
る。

斎藤義龍
（伊藤英明）

道三の娘。光秀とは姻
戚関係がある。政略結
婚により、のちに織田
信長の正妻となる。

帰蝶（濃姫）
（川口春奈）

斎藤道三有力家臣の一
人。はじめ土岐頼芸の家
臣であったが、のちに道
三の家臣となった。

稲葉良通
（一鉄）
（村田雄浩）

斎藤道三の側室。

深芳野
（南 果歩）

斎藤道三の正室。

小見の方
（片岡京子）

今川義元
（片岡愛之助）
「海道一の弓取り」の異
名を持ち、道三たちがお
びえる東海最強の戦国
武将。

太原雪斎
（伊吹吾郎）

今川義元の軍師。青年
期から義元に仕え、今
川家の隆盛に大きく貢
献した。

足利義輝
（向井 理）

室町幕府第13代将軍。

三淵藤英
（谷原章介）
室町幕府幕臣。

細川藤孝
（幽斎）
（眞島秀和）
室町幕府幕臣。

足利義昭
（滝藤賢一）

13代将軍足利義輝の弟。
義輝亡き後、室町幕府最
後の将軍となる。

松平広忠
（浅利陽介）
松平竹千代の父。

松平竹千代
（岩田琉聖）
松平広忠の嫡男。
家康の幼少期。

水野信元
（横田栄司）
松平竹千代の伯父。

於大
（松本若菜）
松平竹千代の母。

徳川家康
（風間俊介）
三河の戦国大名で
織田信長と同盟を
結ぶ。

駒
（門脇 麦）

医師・東庵の娘で、光秀
とは京で出会う。伝説
のいきもの麒麟の存在
を信じている。

望月東庵
（堺正 章）

京在住の医師。朝廷や
各地の戦国大名などに
特殊な人脈がある。光
秀を導く存在。

旅芸人一座の女座長。

（尾野真千子）
伊呂波太夫

鉄砲づくりの職人。

（玉置玲央）
伊平治

（尾美としのり）
美濃の守護職。道三と
結託して兄を守護の座
から追放し、家督争い
をしたことがある。

土岐頼芸

帰蝶の最初の夫。

（矢野聖人）
土岐頼純

三好家家臣

（吉田鋼太郎）
松永久秀

室町幕府管領

（国広富之）
細川晴元

摂津の守護代

（山路和弘）
三好長慶

三河農民

（岡村隆史）
光秀が美濃で出会う三
河出身の農民。光秀の
危機に姿を現して援助
する。

菊丸

尾張の農民

のちの秀吉。身分が低
かったものの、信長の
家臣として頭角を現し
ていく。光秀生涯のラ
イバル。

木下藤吉郎
（佐々木蔵之介）

沼
田
市
所
蔵
の
古
文
書
に
定
政
と「
い
と
こ
」の
記
述

沼田市歴史資料館で講演する小野瀬和男氏

（参考資料：麒麟がくる　明智光秀とその時代　NHK出版発行）
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